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北海道西岸，余市川の感潮域に出現する コぺポーダ

石田 昭ガ

COpepods fn the Tidal Reaches Of the River YOichi,
Westcoast Of HOkkaido

Teruo ISHIDA*

Abstract

The results Of a one-year study Of copepods in the tidal reaches Of a river fn HOkkaido

are presented. I have identified 2 species 0f calanoids, 6 species 0f cyclopoids and TI species

0f harpacticoids. I discuss their seasonal abundance  

ま え が き

平打部に開口する河@llは程度の差こそあれ川口から上流の―定のば問に感潮域が形成される。そこに生忠 

する生物は河川の淡水域に生思するもの，海の沿岸域に生息するものがそれぞれ進入している他， 感潮域特

有の，いわゆる汽水性の生物群が存在する。感潮域から沿岸部の陸水の影響の及んでいる水域は有用魚類資

源の再生産の場として大きな意義をもっている。それにもかかわらず， 色々な意味で境界域であるが故に，

研究の対象とされることが少ないままに現在に至っており，必要な環境保存対策がとらナしないままに七用な

資源，有用な場が破壊されつつあるのが実情である。 私は，問題のごく ー部ではあるが，かかる水域に生息、

し 。 魚類の幼稚仔の時代の餌として利用される二とが多いコぺポーグの出塊状況の調査を行うことにした。

それは，北海道以外の広い地域を含めて行っていく予定であるが，私の住んでいる町を流れる余市川につい

ては，観察を始めて I年間が経過し，種類相と，それぞれの棟の人まかな出現状況を明らかにすることがで

きた。本報丈はそれもをまとめたものである。

なお，この報丈をまとめるに当 リ ，茨城大学潮来臨湖実験所の菊地義昭博士に文献の収集に関し人きな肋

方をいただき， また情報の交換の機会を数多く与えられた。ここに厚く感謝の意をあらわしたい。

観察場所の状況と 採集方法

余市Jllは本米はその屈状地を強く蛇行して流れていたが，現在は流路の短絡工事と築堤が行われ，かって

の蛇行部は堤外に古池となって名残を止めているにすぎない(図 1L。 かつての強度の蛇行が示しているよう

に．扇状地の標高は低く，この川の感潮域は川口から約4km 上流の通称鮎場とよはれる地点まで及んでい

る。 コぺポーダの採集を行った地点は川口から約600m  ヒ流の地点で，その川岸は浸食域では川底が砂が間隙
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Sea of Japan

図 @ 余市川の感潮城と採集地点

を埋めた礫からなっており，沈澱域では岸に葦が茂り川広は砂混からなっている。

採集は XXT3 番のふるい絹を使った直径約18cm ，奥行25cm 程の短い柄のついた手網 と ，台所用の小ざると

小ボウル。それにバケツを用いて行った。まず水辺から水深30cm 位の間の範囲を， 川 底の底質を長靴の爪先

でかきまわしながら。網で川 底をこそげるようにして舞上った泥水をすくいあげバケツにいれていく。大体

バケツが―ぱいになったら，手網の口にざるをあてがって， 大きなごみや礫が入らないようにして，バケツ

の水をこしとる。手網に残ったコぺポーダがまじっているであろうごみや泥をボウルにうつし ポリエチレ

ン 袋にうつし，適量のホルマリンを加えて持ち帰る。

持ち帰ったサンプルからコぺボーダを拾いだす仕事は砂金とりの原理で能率を高める。すなわち，径 9Cm

のシャーレに大さじすりきれ―杯位のサンプルを入れ， 細くしぼった水道の蛇口からの水をたらしながらサ

ンプルを水申に舞い上らせ，上ヒ 重の重い砂粒やコぺポーグがシャーレの底に沈み，微細な腐植や泥粒が末だ

水中に浮んでいる頃をみはからって水をすてる。この動作を数回くりかえすと，邪魔なごみは格段に取除か

れる。砂が多くて邪魔な時には． 逆に水でコぺボーグを舞い上らせ， 砂だけをシャーレに残し コぺポーダ
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余市川感潮域のコぺボーダ

の入った水を別のシャーレに移す。このように処理したサンプルを 10-20 倍の実体顕微鏡下で 拾い出しを

行った。拾い出しは時計ビンセットの好みの腰の強さのものを使用して行う。 ビンセットの先はよく砥いで 

整えたものを使い， コぺポーダに損傷を与えないようにする。

第 I 回の採集は1987年12@329 日に行った。その後川面が結氷したので採集は中断し。第2 回は1988年 5 月

29 日，以下6 月 28 口 ， 7 月 7 ， 14 ， 21 ， 28 日， 8 月 30 日， 9 月 13 日， 10 月 10 日， L 乃 10 日， 12 月 I 口の計L

回行った。

果結

12 回の採集を通して出現した種類はCalanoida2 棟，いずれも汽水種， Cyclopoida6 種，うち 2種が汽

水棟， Harpacticoida1t 種， うち5種が汽水種。 であった。

以下にそれらの種名と採集された個体数を示す。

Calanoida

6 牛& れ0C廿妨乃硲 ぬれ 6UM (KlkuChD

12 牛 ， 4AEyrytemora affinis (POppe)

Cyclopoida

2f 牛 ， 36 古ClauaidiIdae の I種@"

38 牛 ， I$H 。Fひしん ゆF Sp  

20?, 3$Eタり C而ゆ s 北WW 勿 /ぬ (FiScher)

1@Paracyclops fimbriatus (Fischer)

2 平L は所林 (Sa，S)

1?D 柘叩ゆ ・s crassf ，"Ms (Sars)

Ha 「 pacticoida

274 牛 ， im9 古R0 ゆは Cぬ CgZ血伍 MSMS SeweH

3?S肋ゐゆg河 Z0%gfC&Mdo SarS

132@, ?$Ny 加C用力ねたゆ F5 p ゐぬ Cん7W ほ れ wF ChappuIS

6 平 ， 20Cはれ 仇のし amptus s加力み ilinus (Jurine)

1?C ． miM ゐ刀ぼ Sterba

I 平C. Sp. 2""

4 牛 ， I 古MesoC ん 阿力/oWdzeki DOuwe

127 牛 ， 15AM ・ ?肋妨na Wilson

I を， IABryocam 川硲 ，S肋okん "i (SchmTe 出

I牛B ． 乃ぬ川ほ ?な (PearSe)

12 牛 。 10B ． Cd か硲 (Brehm)

次にそれぞれの種毎に出現の状況をのべる。

St%れ 。勿励硲励 ellus '． 13 XI 1988 ． 6 平 ． たまたま薄暮に行った採集の折に本種が採集された。北海道

では年 2- 3 回程度の世代をくりかえす 種で，網走湖では夏に最も 多く成体が出現するが (元田・石田

" 東人海洋研，西田周平氏の教示による。

""Ishida1987) では口□マ数字を用いたが， Kikuchi and Ishida(1988) に従い アラビア数字に改めた。
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1949) ，余市川でその時期に採集されなかったのは。分布密度の問題より，採集時の条件が働いたと考えられ

る。 塩水喫が感潮域の奥まで浸入しているとはいえ，塩水層を含めて流十 ・Lのある条件のもとで浮減性の本陣

がいかなる仕方で生思場所を維持しているかは興味のある問題といえよう。

Eurytemo 刑姐所水 :28VI1988 ， 6 平 ， 2@S '.7VI1, 3 牛 ， 2@S : 14VII ， 2 午 ;28VI1, 1$ ． 前梗にくらべて

浮源件の十活から底十的な性質が強くなった極であ り， 本観察でもしばしば採集された。

ClHuusidiidae の上樺 '・ 7 VI1 1988. け , I0$ ; 14 VI1, 7$ :21 VI1, 1牛 , 9$ :30 VO1, 5平 , I$ :16 X,

5平 ， 7S ; 10 X1, 6 互 ， lA ; I m, 8平 ， I$ ． 本極は現在分類学的な検索が行われつつある。 偏平な体型を

もつ底上の種類で， 出現頻度も高いことから， 感潮域の生物群集の重要な―員とみることができよう。

H ばフ h/cyclobs so ． :28 VI 1988, 3-|- :7 VI1, 1-i- :14 VI1, 8牛 , I$ :21 VI1, 6平 ;30 VII1, 12 早 :13 IX. 5

早 : If) 刀 ， 2 牛 ;1 H1, 1 牛 ． 本使は HaQlicvciゆs aeauorens (Fischer, 1860) あ るいはH ． W 叫mc ゆS

Lillieborg, 1853 と同し，あるいは近縁の種であ り， 司ヒ M毎道では網走湖 (元日・石田 194引 および十歳川問

越地区 (石田 1984) で見出されたのと同じものである。 感潮域に出現するコべボーダとして最も普遍的な

種類とみられる， 梗の口定に関しては，種の特徴の―つとさ#しる 肺泳服の刺毛， 煉の形状に明らかに地理的

クラインが存在し 殆ど世界的な視野で何検討する必要があるように考えられる。周午出現したが，暖かい

千節に多く， 卵をもった個体の出現は夏期であった。

Eucvclotis serrulatus '・ 28VI 1988, 5早 :7VI1, 3平 ; 14VI1, 3平   21VI1, 1平 ; 30VII1, 6 牛 , 3$ : 131X,

¥午 ;10 a, 1午 ． 甘『中のあらゆる種類の水域に広く分布する本桟  は余市川の感測域においてもごく普通に

見出された。

ぬracyclo か fimTbn ，fatus : 10 X11988 ． I半 ． 前梗同様様々 な環境に広く分布する種であるにかかわらず，

本観察では I例のみの出現であった。

R ばぱ @acyclops aかmfs :28V11988 ， T午 ， 21VI1, 1午  前小 亜@こくらべて―般にははるかに出現頻度の低い不亜

であるにかかhi ・@ず ， 2 例の出現がみもれた。

D?0C@clot>s era仏sicaudis : 10 X1 1988, 1牛 ． ―般の陸水では普偏的な樺だが，感潮域での出現は僅か I例

であった。

H ぱゆぱ CffM 肱仇硲ぬ 5 :29 m 1987 ， M 牛 ;29 V 1988 ， I 早 ;28 VI ， ?午 ， 5T ;7 VK． 18 早 ， 70 ; 14

VH ， 893 ， %A ; 2HVn ， 26 牛 ， 40 ;30vM ， 6 互 ， ]2$ ; 131X ， M 牛 ， 3$ ; 16 X ， 15 互 ， 276 ; 10 m ， 42

早 ， n な ; I 皿 ， 23 平 ， I$ ．余市lllの感潮域のソコミジンコとしては周年にわたり優 ヵ する種である。 SeweH

u924) によってインドの汽水湖かも記載された本種は中国の福建省 (塩田@ にも分布することが見出され

だ (裁・ 宋 1979) 。 今川，対馬暖流が卓越する沿岸とはいえ，冬期には結氷する北緯43度以北の余市川に分

布することが明らかになった訳である。 岬かい季節には幼休の雌に pairing した雄および，卵を担った雌が

出現するが，結氷面川の12 月末においても成体が多数採集される。

SCんねn少P阿 lonsicaM 血 :凹 ffm 1987, 1牛 ; 30 Vf@m1988, 1牛 ;I X@ ， I 早 ．低い密度ではあるが稀な@@iず

分布していることが 明C-@かとなった。

Niftorraクぬ zゆusp?e ぬchu刑乙 れれ f :29X@1987, 2牛 ;29 V 1988, 70 午 ;7VI1, 1 牛 ;14VIl, 16 牛 :21VI1,

1牛 ;28VI1, 5牛 , I$ :30VIn1, 15-)-, 2$ ;131X, 18 牛 , 4$ ,16X, 1平 ,10H, 2 早 ;1H1, 1早 .@ifaゆは r.iicpr仇

比ust@sトについで多数出現するソコミジンコである。 出現は周年にわたったが，暖かい季節に多かった。比

較的人卑の種類であり， 幼椎魚の餌 としての価値が注日される。

Canthocambtus s加クんタ linus '， 29 X@ 1987, 1牛 ;29 V 1988, 1 牛 ， 1?@ ;16 X, 1平 ; 101X, 2平 : IX@

I平 ， I$ ． 本樫は水温の上昇する時期は夏服し，水温の低い時期のみに出現する棟で。またその生息場所は

日光が入射し，植物が繁っている所であればあらゆる栂 類の水休に出現する。今回の観察でも水温の上月・と

共に消失し水温の 低卜と共@:,@,現した。採集された個体数は多くはないが， 河川の感潮域においても生育

する陣であることは明らかである。 大型の桂であり， 幼椎魚の餌として利用されている事例のある種なので
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余市川忠潮地のコぺポーグ

注□する必要があろう。

Can 所nrば川がぬ MJ 刑ら fh心 :29B11987 ， I平 ． 本種は上流の山間部の諸水体で優占するソコミジンコであ

るが(Ishida1987) ， 感潮域における出現は冬期の僅か I個体のみであった。おそもくこの個体は上流より流

ド したものであろう。

Cant 万hLocamptus sp ・ 2 :28VI1988 ， 片 ． 本種は余市川lの源流に近い部分で前種にかわって優占している

種であるが，I個体ではあるが今回採集された。やはり上流より流下したものであろう。

Mesochra7p 川wazckf: 30Vll@1988 ， 2 半 ;131X, H : 10 XI，上半，I$ ． 秋にのみ少数ながら連続して採

集された。インドネシアで発見命名された本棟は中国の天津でも採集されて$; リ (載 ・ 宋 1979) ，今回の発

見でさらにその分布の北限が拡がった。

Mesochm a応kana: 29 XD 1987 ， 4平 ;29 V 1988 ， 5牛 ;28V1, 19 牛 ， IA :7VI1, 1T 牛 ， 2T :14VI1,

441?-， 3A ;21 VI1, 9?f-， 4$ ;28 VI1, 1l 平 , 4$ ;30 V@1, 16 早 ; 13 1X, 6早 ;1 B1. 2早 , 1$. 本種はこれ

まで北海道では阿寒湖に多数生息することが知られている (Ishida1987) 。 また最近支坊湖の水深 Im 前後

の所に多数生思することが明らかとなった(筆者未発表資料)。 汽水域における生息は今回の余市川が最初の

発見である。 出現は周年にわたるが夏季に最も密度が高く抱卵の個体もこの時期に出現する。

Brmcam ゆtus zschokkef '.29 V 1988, 1牛 ， 1$ ．コスモポリクンであり，生息する環境も広い範囲にわ

たる本梗であるが，今川の観察では僅か I例 2個体の出現に小まった。このことは余市川の感潮域が本種の

牛忘、 できる場でなかったことを示しているといえよう。

Bryoca@W 力 Utushiemahfs '.28VI1988 ， I平 ．上流の山地なもびに林地内の諸水体には多数出現する種であ

るが，本観察では I例 I個体の出現に止まった。余市川感潮域は水温。日射，あるいは塩分などの条件で本

種の生思には不適であり， 採東された個体は上流より流下したものであろう。

B ひocamptuscalvus '・ 29V1988, 2半 ;28V1, 1早 , 1$ ;30VII1, 2牛 ; 10X1, 3 牛 :] M, 4平 . 前棟と

同じく上流の山地ならびに林地内の諸水休には多数生思する種であるが感潮域での出現は僅かで，しかも7

月の高水温時には全く採集されなかった。採集地点の環境が 本位の生息に不適なことは明らかといえよう。
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